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に従うと考える。ここでUは定数でv= Vk[A][B]で与えられる o Tの平均値千は
ヂ=l/vで与えられる。つまり、 Uは反応の起こる平均の速度を与える。体積当たり
の平均速度v/Vは、従来の反応キネティクスの速度k[A][B]に一致する。次の反応
























濃度を X とするO 反応のシグナル増幅は、 Sとその微小変化ムSの相対量ムS/S
とX とその変化ムXの相対量ムX/Xの比、ゲインg=鵠5で定量化できる o
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